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中島村議会だよりは初発行からちょうど40年
期末手当を引き下げる条例など可決…2～3
第4回定例会（12月）
一般質問5名が登壇……………………4～8
・公印廃止　・生活道路　・原山新規分譲地
・歩道設置　・役場増改築工事　・県道バイパス

選挙運動費用の一部を村が負担……………9
行政区長に聞く（元村地区）…………… 10

一般質問のページ
のQRコードをス
マホなどで読み取
れます。

　中島村議会だよりは昭和５６年２月１０日に第
１号が発行され、今年２月号でちょうど４０年目
を迎えました。
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◇
令
和
２
年
度
中
島
村
一　

　

般
会
計
補
正
予
算
（
第　

　

５
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
の

一
環
と
し
て
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
た

　

令
和
２
年
中
島
村
議
会
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
30
日
か
ら
12
月
４
日
ま
で
の
５
日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
定
例
会
で
の
議
案
は
、
承
認
１
件
、
条
例
の
制
定
２
件
、
条
例
の
改
正
８
件
、
村
道
路
線
の
認
定
１
件
、
令

和
２
年
度
一
般
会
計
を
含
む
補
正
予
算
案
８
件
、
合
わ
せ
て
20
議
案
、
最
終
日
に
は
追
加
案
件
で
、
議
会
教
育
総
務
常

任
委
員
会
か
ら
陳
情
に
関
す
る
意
見
書
２
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
５
人
が
登
壇
し
村
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
（
一
般
質
問
は
４
頁
か
ら
８
頁
ま
で
）

◇
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
・
期
末
手
当
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　

議
会
議
員
の
期
末
手
当

支
給
率
を
改
正（
0.
0
5

月
分
減
額
）
し
た
。

◇
村
長
等
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例　

　

村
長
、
副
村
長
及
び
教

育
長
の
期
末
手
当
支
給
率

を
改
正
（
0
.
0
5
月
分

減
額
）
し
た
。

め
の
補
正
予
算
を
令
和

２
年
10
月
９
日
専
決
処

分
し
た
。
既
定
予
算
に

8
5
0
万
円
を
増
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

41
億
9
5
7
6
万
３
千
円

と
し
た
。

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

職
員
の
期
末
手
当
支
給

率
を
改
正
（
0
.
0
5
月

分
減
額
）
し
た
。

◇
中
島
村
議
会
議
員
及
び

中
島
村
長
の
選
挙
に
お
け

る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担

に
関
す
る
条
例

　

議
会
議
員
選
挙
及
び
村

長
選
挙
に
つ
い
て
費
用
の

一
部
を
公
営
の
対
象
と
な

る
よ
う
条
例
を
制
定
し
た
。

◇
中
島
村
選
挙
公
報
の
発

行
に
関
す
る
条
例

　

議
会
議
員
選
挙
及
び
村

長
選
挙
の
公
営
化
に
合
わ

せ
、
有
権
者
が
各
候
補
者

に
つ
い
て
知
る
機
会
を
拡

充
す
る
た
め
、
選
挙
公
報

を
発
行
す
る
よ
う
条
例
を

制
定
し
た
。

◇
中
島
村
諸
収
入
金
に
対

す
る
督
促
手
数
料
及
び
延

滞
金
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

延
滞
金
の
割
合
の
特
例

に
つ
い
て
名
称
等
を
改
正

し
た
。

◇
中
島
村
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

基
礎
控
除
額
相
当
分
の

基
準
額
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
た
め
改
正
し
た
。

◇
中
島
村
後
期
高
齢
者
医

療
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

延
滞
金
の
割
合
の
特
例

に
つ
い
て
、
名
称
等
を
改

正
し
た
。

◇
中
島
村
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　

　

延
滞
金
の
割
合
の
特
例

に
つ
い
て
、
名
称
等
を
改

正
し
た
。

◇
中
島
村
村
営
住
宅
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

延
滞
金
の
割
合
の
特
例

に
つ
い
て
、
名
称
等
が
改

正
し
た
。

◇
中
島
村
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て

　

道
路
法
第
8
条
第
2
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
原
山

線
（
3
9
0
号
）
を
新
た

に
村
道
と
認
定
し
た
。

議
決
さ
れ
た
条
例
・
認
定

議
決
さ
れ
た
条
例
・
認
定

専
決
処
分
の
承
認

専
決
処
分
の
承
認

    
令
和
２
年
第
４
回
定
例
会
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内
地
区
の
改
良
工
事
）
、

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
補
助

事
業
（
吉
岡
橋
橋
梁
補
修

工
事
）
、
道
路
長
寿
命
化

農
道
改
良
舗
装
工
事
（
５

路
線
）
、
中
島
関
平
線
舗

装
補
修
工
事
、
G
I
G
A

ス
ク
ー
ル
構
想
（
児
童
生

徒
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
整
備
）
な
ど
年
度

内
完
了
に
向
け
順
調
に
進

ん
で
い
る
。

3

議
決
さ
れ
た
補
正
予
算

議
決
さ
れ
た
補
正
予
算

給食センター工事状況視察給食センター工事状況視察

◇
令
和
2
年
度
中
島
村
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
6

号
）

　

既
定
予
算
額
か
ら
4
１

5
万
1
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
41

億
9
1
6
1
万
2
千
円

と
し
た
。

増
額
補
正
の
主
な
も
の

▼
民
生
費　

介
護
給
付
費

・
訓
練
等
給
付
費
４
８

6
万
6
千
円
。
▼
衛
生
費　

P
C
R
検
査
助
成
金
42

万
円
。
▼
農
林
水
産
業
費

た
め
池
監
視
カ
メ
ラ
・

水
位
計
設
置
業
務
委
託

1
4
0
0
万
円
。
▼
土

木
費　

住
宅
修
繕
料
２
５

０
万
円
。
▼
教
育
費　

東

西
し
ら
か
わ
聖
火
リ
レ
ー

イ
ベ
ン
ト
実
施
負
担
金
5

万
円
。

減
額
補
正
の
主
な
も
の

▼
総
務
費　

な
か
じ
ま
輝

ら
×
２
秋
ま
つ
り
補
助
金

3
0
0
万
円
。
特
別
定
額

給
付
金
3
7
0
万
円
。

▼
商
工
費　

事
業
継
続
支

援
給
付
金
9
0
0
万
円
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用

　

経
済
対
策
・
消
費
回
復

の
た
め
の
「
輝
ら
メ
キ
商

品
券
」
、
「
事
業
継
続
の

た
め
の
事
業
者
支
援
金
」
、

「
新
生
児
ヘ
の
特
別
給
付

金
事
業
」
を
実
施
し
た
。

公
共
施
設
感
染
症
対
策

　

安
心
し
て
学
校
生
活
が

送
れ
る
感
染
症
対
策
用
品

や
手
洗
い
施
設
の
改
修
、

避
難
所
で
の
感
染
症
対
策

用
品
や
防
災
倉
庫
の
設
置
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
や
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
輝
ら
里
の
感

染
症
対
策
用
品
、
施
設
の

改
修
な
ど
各
事
業
を
推
進

し
た
。

事
業
縮
小
で
実
施

　

９
月
29
日
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
輝
ら
里
に
お
い

て
、
規
模
を
大
幅
に
縮
小

し
「
敬
老
会
」
を
開
催
し

た
。

　

第
32
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

は
11
月
15
日
に
開
催
さ
れ
、

郡
山
ヒ
ロ
セ
開
成
山
陸
上

競
技
場
か
ら
福
島
県
庁
ま

で
の
９
区
間
、
50
.
2
キ

ロ
の
コ
ー
ス
を
中
高
生
が

中
心
と
な
り
力
走
。
２
時

間
59
分
33
秒
で
総
合
32
位
、

村
の
部
６
位
だ
っ
た
。

工
事
関
係
の
進
捗
状
況

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業
（
村
内
７
地
区
）
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業
（
ニ
ツ
山
入
江
地

区
改
良
舗
装
工
事
、
岡
ノ

特別会計名 既定額 補正額 補正後予算総額
令和２年度中島村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 5 億 4,515 万８千円 4,810 万円 ５億 9,325 万８千円
令和２年度中島村簡易水道特別会計補正予算（第３号） ２億 7,279 万 4 千円 89 万 5 千円 ２億 7,368 万９千円
令和２年度中島村土地造成事業特別会計補正予算（第２号） 2,454 万５千円 403 万４千円 2,857 万９千円
令和２年度中島村農業集落排水処理事業特別会計補正予算（第３号） ２億 5,248 万 9 千円 １千円 ２億 5,249 万円
令和２年度中島村墓地特別会計補正予算（第１号） 509 万 6 千円 70 万５千円 580 万１千円
令和２年度中島村介護保険特別会計補正予算（第３号） 4 億 6,380 万６千円 4,348 万６千円 5 億 729 万２千円
令和２年度中島村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 4,857 万 5 千円 40 万４千円 4,897 万９千円

議決された特別会計の補正予算

小林均総務教育常任委員会委員長小林均総務教育常任委員会委員長

行
政
報
告

行
政
報
告

◇
国
の
制
度
と
し
て

『
20
人
程
度
学
級
』
を

展
望
し
た
少
人
数
学
級

の
実
現
を
要
望
す
る
意

見
書

◇
日
本
政
府
に
核
兵
器

禁
止
条
約
の
調
印
・
批

准
を
求
め
る
意
見
書

　

陳
情
の
あ
っ
た
２
件
に

つ
い
て
は
、
総
務
教
育
常

任
委
員
会
へ
付
託
、
委
員

会
で
審
査
後
、
本
会
議
に

お
い
て
採
択
さ
れ
た
。
委

員
会
で
は
意
見
書
を
本
会

議
に
追
加
議
案
と
し
て
提

出
し
可
決
さ
れ
た
。
意
見

書
は
国
会
や
関
係
行
政
機

関
に
提
出
さ
れ
た
。

陳
情
・
意
見
書

陳
情
・
意
見
書

農道改良舗装工事 (天神前地区 )農道改良舗装工事 (天神前地区 )
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押印廃止への取り組みは？押印廃止への取り組みは？

　

押
印
廃
止
に
つ

い
て
村
は
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。
ま
た
、
行
政
手

続
上
の
押
印
は
何
種
類
ぐ

ら
い
あ
る
の
か
。

　

御
蔵
場
本
法
寺

裏
線
が
関
口
電
器

製
作
所
側
か
ら
、
ひ
か
り

の
里
交
差
点
ま
で
開
通
し

た
。
有
効
利
用
を
図
る
に

は
、
県
道
泉
崎
石
川
線
へ

の
接
続
が
最
重
要
な
課
題

だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

答

問

村　

長

　

政
府
は
押
印
に
つ
い
て
、

全
省
庁
の
行
政
手
続
を

対
象
に
押
印
廃
止
や
書
面
、

対
面
主
義
の
見
直
し
に
向

け
た
関
係
法
案
の
提
出
を

目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

福
島
県
も
申
請
や
内
部
事

務
な
ど
2
0
0
件
の
業
務

を
順
次
廃
止
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
村
で
は
押
印

の
必
要
な
申
請
書
等
の
数

は
約
3
6
0
件
ほ
ど
あ
り
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
関
係
の
申

請
が
1
6
0
件
ほ
ど
あ
る
。

村
の
規
則
、
要
綱
要
領
で

押
印
を
求
め
ら
れ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
順
次
廃
止

を
検
討
し
て
い
く
。

　

行
政
手
続
き
の
簡
素
化

や
処
理
能
力
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

時
代
の
流
れ
に
沿
っ
て
日

　

御
蔵
場
本
法
寺
裏
線
の

整
備
計
画
は
、
当
初
、
県

道
泉
崎
石
川
線
か
ら
県
道

母
畑
白
河
線
の
区
間
を
計

画
し
て
い
た
が
、
用
地
取

得
の
関
係
で
、
整
備
計
画

を
変
更
し
実
施
し
た
。
未

整
備
区
間
は
行
政
区
か
ら

要
望
さ
れ
、
必
要
性
も
認

識
し
て
い
る
。
今
後
は
、

地
域
住
民
等
の
意
向
に
沿

う
道
路
整
備
計
画
を
検
討

し
て
い
く
。

　

村
内
の
生
活
道
路
等
の

未
整
備
箇
所
は
毎
年
、
各

行
政
区
よ
り
要
望
が
あ
る

が
、
利
用
頻
度
の
高
い
と

こ
ろ
か
ら
国
の
補
助
事
業

を
活
用
し
整
備
を
進
め
て

い
る
。
狭
あ
い
道
路
整
備

は
家
屋
な
ど
補
償
対
象
の

答

生活道路等がいまだ未整備の箇所生活道路等がいまだ未整備の箇所
が散見されるが？が散見されるが？
利用頻度の高いところから、順次事業を検討
していく。

　

毎
日
使
う

道
路
を
優
先

的
に
改
良
し
た
方
が
村

民
は
大
変
喜
ぶ
と
思

う
。
農
道
も
含
め
て
地

域
の
皆
様
の
意
見
を
十

分
に
聞
い
て
、
道
路
改

良
を
進
め
て
ほ
し
い
。

　

ハ
ン
コ
を

押
す
と
い
う

の
は
日
本
の
大
事
な
文

化
。
手
続
き
の
時
に
、

意
思
確
認
と
し
て
署
名

し
、
最
後
に
ハ
ン
コ
を

押
せ
ば
自
分
で
も
納
得

す
る
。
利
用
者
が
窓
口

で
ま
ご
つ
か
な
い
よ
う

に
、
事
務
手
続
き
は
周

知
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

意
見

意
見

椎名　康夫
議員

国県の動向から、順次廃止を検討していく。

窓口での申請手続き

本
も
進
む
と
思
う
。
村
に

と
っ
て
も
初
め
て
の
取
り

組
み
で
あ
り
、
間
違
い
の

な
い
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

物
件
が
多
く
あ
り
事
業
費

が
膨
ら
む
。
現
在
、
岡
ノ

内
地
区
及
び
滑
津
後
山
線

の
早
期
事
業
完
了
を
推
進

し
な
が
ら
村
内
の
未
整
備

箇
所
に
つ
い
て
順
次
事
業

を
検
討
し
て
い
く
。

御蔵場本法寺裏線から県道方面

な
見
通
し
に
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
村
内

に
は
生
活
道
路
等
が
い

ま
だ
未
整
備
の
箇
所
が

散
見
さ
れ
る
が
、
村
と

し
て
の
考
え
は
ど
う
な

の
か
。

村　

長

問
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原山宅地新規分譲地の販売状況は？原山宅地新規分譲地の販売状況は？

　

①
原
山
新
規
分

譲
地
か
ら
吉
子
川

小
学
校
ま
で
の
歩
道
計
画
。

②
町
畑
地
区
か
ら
吉
子

川
小
学
校
ま
で
の
通
学

路
歩
道
計
画
の
進
捗
状

　

原
山
宅
地
新
規

分
譲
地
の
販
売
状

況
、
ま
た
、
若
い
方
、
子

育
て
中
の
方
が
喜
ぶ
購
入

メ
リ
ッ
ト
対
策
等
は
計
画

さ
れ
て
い
る
か
問
う
。

　

分
譲
地
販
売

は
、
早
期
に
１
軒

で
も
家
が
建
て
ば
活
気
づ

き
、
小
さ
な
村
で
も
ソ
フ

ト
、
野
球
、
駅
伝
な
ど
激

励
す
る
こ
と
な
ど
で
若
者

の
定
着
に
も
つ
な
が
る
が

村
長
の
意
気
込
み
が
あ
る

か
。

答

　

令
和
元
年
度
先
行
販
売

３
区
画
と
令
和
２
年
度
に

10
区
画
を
加
え
販
売
中
で

あ
る
。
令
和
２
年
12
月
現

在
、
１
件
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
。
村
は
子
育
て
支

援
と
し
て
、
幼
稚
園
給
食

費
及
び
保
育
料
無
料
化
が

あ
り
、
分
譲
地
購
入
者
に

対
し
て
さ
ら
に
助
成
等
は

計
画
し
て
い
な
い
。

　

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ

て
販
売
促
進
に
努
め
て
い

く
。
ま
た
、
新
規
分
譲
地

に
若
者
が
定
着
す
る
こ
と

で
少
子
化
対
策
に
も
な
る

た
め
、
若
者
が
定
着
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
、
Ｐ
Ｒ

を
さ
ら
に
し
て
い
く
。
か

つ
て
は
年
少
人
口
率
も
県

下
一
、
二
位
の
村
で
あ
っ

た
の
で
、
少
子
化
対
策
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

①
原
山
新
規
分
譲
地
の
歩

道
部
と
そ
れ
以
降
の
歩

道
は
一
体
的
に
検
討
し
て

い
く
。
②
二
子
塚
町
畑
線

の
歩
道
整
備
は
令
和
４
年

度
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

③
吉
子
川
小
学
校
前
の
ア

プ
ロ
ー
チ
ゾ
ー
ン
の
整
備

計
画
は
二
子
塚
町
畑
線
の

答

問 通学路の安全確保について通学路の安全確保について

学校関係者と連携を図って道路拡幅や歩道設置
を検討する。

　

村
長
の

「
あ
な
た
の

声
が
私
の
原
点
」
と
い

う
よ
う
に
住
民
の
声
や

心
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
改
善
し
て
ほ
し

い
。 意

見

１件の申し込みがあり、引き続き販売促進に努
めていく。 小室　重克

議員

原山新規分譲地（13区画）

原山地区への歩道未整備個所

　

さ
ら
に
魅

力
的
な
環
境

を
整
え
、
販
売
の
促
進

を
願
う
。

意
見

況
。

③
県
道
棚
倉
矢
吹
線
か

ら
吉
子
川
小
学
校
前
の

ア
プ
ロ
ー
チ
ゾ
ー
ン
の

整
備
計
画
。

④
国
分
木
材
分
譲
地
等

歩
道
整
備
完
了
後
に
検
討

す
る
。
④
村
内
に
は
県
道

母
畑
白
河
線
と
同
様
歩
行

者
に
と
っ
て
は
危
険
な
箇

所
が
あ
り
、
関
係
機
関
に

要
望
し
て
い
く
。
⑤
指
示

箇
所
以
外
に
も
隅
切
り
部

の
狭
い
箇
所
が
数
多
く
あ

り
、
交
通
状
況
を
十
分
精

査
し
、
地
域
住
民
及
び
行

政
区
等
と
協
議
検
討
し
て

い
く
。

か
ら
県
道
母
畑
白
河
線

Ｔ
字
路
歩
道
に
通
ず
る

横
断
歩
道
の
新
設
。

⑤
富
士
工
業
か
ら
県
道

棚
倉
矢
吹
線
に
接
続
す

る
村
道
の
幅
員
拡
充
。

村　

長

村　

長

村　

長

問
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役場庁舎増改築の予定総額は？役場庁舎増改築の予定総額は？

　

役
場
増
改
築
工

事
の
基
本
設
計
額

は
５
億
２
千
万
円
と
聞
い

て
い
る
が
、
予
定
総
額
は

い
く
ら
と
な
る
の
か
。

答

　

実
施
設
計
は
３
月
末
完

成
予
定
で
あ
り
、
最
終
的

な
額
は
ま
だ
確
定
し
て
い

な
い
。

　

現
庁
舎
は
老
朽
化
や
防

災
拠
点
と
し
て
耐
震
性
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
造
の
利

便
性
が
な
い
な
ど
大
き
な

課
題
が
あ
る
。
公
共
施
設

の
長
寿
命
化
の
た
め
、
村

で
は
公
共
施
設
等
個
別
施

設
計
画
を
策
定
し
、
庁
舎

建
設
事
業
が
位
置
付
け
ら

れ
事
業
を
進
め
て
い
る
。

市
町
村
役
場
機
能
緊
急
保

全
事
業
※
⑴
を
活
用

　

庁
舎
建
設
事
業
に
は
補

助
制
度
は
な
い
が
、
今
回

国
の
期
限
付
き
の
制
度
に

よ
っ
て
令
和
２
年
度
ま
で

に
実
施
設
計
に
着
手
し
た

耐
震
化
未
実
施
の
庁
舎
は
、

市
町
村
役
場
機
能
緊
急
保

全
事
業
と
し
て
起
債
※
⑵

対
象
と
な
る
。
対
象
と
な

　

国
の
市
町
村
役
場
機
能

緊
急
保
全
事
業
が
期
限
付

き
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す

る
と
今
年
度
が
適
期
と
判

断
し
、
令
和
２
年
度
一
般

答

問 今、庁舎を増改築する必要が今、庁舎を増改築する必要が
あるのか？あるのか？
財政事情や経済的理由で適期と判断
した。

小松　公雄
議員

実施設計が完了していないため最終的な額は
確定していない。

分庁舎（正面奥）と車庫

る
と
後
年
地
方
交
付
税
措

置
※
⑶
さ
れ
、
100
％
自
主

財
源
で
建
て
る
よ
り
財
政

的
に
有
利
と
な
る
。

役場庁舎の沿革（築58年）
Ｓ32年　役場庁舎、中島西11－1に定める
Ｓ36年　農村青年研修所建設（現分庁舎）
Ｓ38年　庁舎完成
Ｈ14年　役場庁舎増改築（北側庁舎）
Ｈ24年　耐震補強工事（本庁舎鉄筋コンクリート造部分）
Ｈ25年　太陽光発電設備設置

※⑴市町村役場機能緊急保全事業
　耐震化が未実施の市町村庁舎等の国の財政支援として令和 2 年度までに実施設
　計に着手した事業は令和 3 年度以降も対象となる。
※⑵起債　「債」は、借りるという意味で、事業を行う財源の不足分の借金をすること。
※⑶地方交付税措置　算定された財源不足額を地方交付税で国から交付されること。

　

現
在
５
億
円
以

上
の
予
算
で
給
食

セ
ン
タ
ー
を
建
設
中
で
あ

り
、
さ
ら
に
５
億
円
以
上

か
け
て
庁
舎
を
増
改
築
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
が
収
ま
ら
ず
、
対
策

に
予
算
出
動
の
可
能
性
も

あ
る
。
場
所
の
移
転
な
ど

も
含
め
庁
舎
増
改
築
は
時

期
尚
早
と
考
え
る
が
村
長

の
見
解
を
問
う
。

会
計
当
初
予
算
に
設
計
業

務
委
託
費
を
計
上
し
議
会

の
承
認
を
得
ら
れ
、
事
業

に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

庁
舎
増
改
築
事
業
を
進

め
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
も
推
進

　

北
側
庁
舎
の
増
築
、
耐

震
補
強
、
太
陽
光
発
電
設

備
な
ど
今
ま
で
実
施
し
た

工
事
を
考
慮
し
、
新
築
移

転
よ
り
現
在
の
位
置
で
の

増
改
築
が
経
済
的
と
判
断

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

は
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
で
対
応

し
た
が
、
今
後
も
国
の
交

付
金
を
活
用
し
な
が
ら
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
応
に
当
た

っ
て
い
く
。

村　

長

村　

長

問
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役
場
庁
舎
建

設
に
あ
た
り
、

財
源
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
庁

舎
建
設
基
金
※
⑷
が
あ

る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う

に
利
用
す
る
の
か
。

小室重克 議員
答

庁舎建設の財源として基金を利用庁舎建設の財源として基金を利用
するのか？するのか？
「公共施設等整備基金」を活用する予定である。

答

どのようなプロセスを踏んで事業にどのようなプロセスを踏んで事業に
着手してきたのか？着手してきたのか？
庁内検討委員会、公共施設等整備検討委員
会を経て計画した。

　

係
長
か
ら
課
長
補
佐
の

庁
内
検
討
委
員
会
で
議

論
し
、
副
村
長
、
教
育
長
、

各
課
長
及
び
村
民
有
識
者

か
ら
な
る
公
共
施
設
等
整

備
検
討
委
員
会
で
の
意
見

を
計
画
に
反
映
し
た
。

　

財
源
内
訳
は
、
市
町
村

役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業

債
、
一
般
単
独
事
業
債
※

⑸
、
一
般
財
源
※
⑹
と
な

る
。
現
在
は
、
庁
舎
建
設

基
金
は
な
く
、
平
成
30
年

度
に
設
置
し
た
公
共
施
設

等
整
備
基
金
を
活
用
す
る

予
定
で
あ
る
。

　

概
算
で
あ
る
が
、
庁

舎
建
設
事
業
費
と
し
て

５
億
2
3
0
0
万
で
あ

り
、
財
源
内
訳
は
役
場
機

能
緊
急
保
全
事
業
債
が
２

億
3
2
0
0
万
円
、
一
般

単
独
債
が
１
億
9
8
0
0

万
円
、
一
般
財
源
が

9
3
0
0
万
円
と
な
る
。

役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業

本庁舎 ( 左側は北庁舎）

小林　　均
議員

債
が
２
億
3
2
0
0
万
の

う
ち
5
2
0
0
万
円
が
地

方
交
付
税
措
置
さ
れ
る
と

試
算
で
き
る
。
役
場
機
能

緊
急
保
全
事
業
債
が
該
当

す
る
の
は
本
庁
舎
の
建
物

の
み
で
、
外
構
工
事
、
解

体
費
用
は
対
象
外
で
あ
る
。

　

基
本
設
計

の
事
業
費
以

上
に
こ
れ
か
ら
膨
ら
む

か
と
思
う
が
、
後
世
に

残
す
庁
舎
の
た
め
に
も

思
い
つ
い
た
も
の
は
や

る
考
え
方
で
進
め
て
ほ

し
い
。
中
島
村
役
場

意
見

※⑷基金　特定の目的のため積み立て、準備しておく　　
　資金 （貯金）・財産。
※⑸一般単独債　村が公共施設の整備などを国補助な
　どを用いずに村単独で行う事業に対する借入。
※⑹一般財源　村の歳入のうち、村税、地方交付税、
　分担金、　使用料などで、使い道が自由な財源。

庁
舎
が
目
立
た
な
い
た
め
、

こ
の
建
設
で
村
内
外
に
P

R
で
き
る
よ
う
に
目
立

つ
看
板
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
な
か
じ
ぞ
う
さ
ん
」
を

利
用
し
て
役
場
の
存
在
感

を
も
っ
と
充
実
し
て
は
い

か
が
か
。

　

こ
こ
ま
で
ど

の
よ
う
な
プ
ロ

セ
ス
を
踏
ん
で
事
業
に

着
手
し
て
き
た
の
か
。

村
民
は
中
島
村
の
顔
と

な
る
庁
舎
建
設
に
非
常

に
関
心
を
持
っ
て
目
を

向
け
て
い
る
。

問

村　

長

村　

長

総
務
課
長

問

県
道
側
か
ら
見
た
役
場
入
り
口
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川原田バイパスの全面開通はいつ川原田バイパスの全面開通はいつ
頃になるのか？頃になるのか？

　

県
道
棚
倉
矢
吹

線
川
原
田
バ
イ
パ

ス
の
全
面
開
通
は
い
つ
頃

に
な
る
の
か
。

　

川
原
田
バ
イ
パ

ス
区
間
内
の
交
差

点
に
信
号
機
は
設
置
さ
れ

る
の
か
。

　

街
路
灯
は
設
置

さ
れ
る
の
か
。

答

問

村　

長

　

川
原
田
バ
イ
パ
ス
工
事

は
福
島
県
発
注
の
工
事
で

あ
り
、
本
来
答
え
る
べ
き

立
場
で
は
な
い
が
、
村
で

把
握
し
て
い
る
内
容
を
答

え
る
。

　

県
で
は
今
年
度
中
に
最

終
の
工
事
を
発
注
す
る
予

定
で
あ
り
、
令
和
３
年
度

中
に
全
面
開
通
を
進
め
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

村
と
し
て
も
引
き
続
き
早

期
事
業
完
成
を
要
望
し
て

い
く
。

　

県
と
白
河
警
察
署
が
交

差
点
協
議
を
行
っ
た
結
果
、

現
時
点
で
新
設
及
び
移
設

等
の
計
画
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
白
河
警

察
署
規
制
担
当
に
よ
れ
ば
、

バ
イ
パ
ス
区
間
は
交
通
の

停
滞
を
招
く
た
め
、
で
き

る
限
り
規
制
は
増
や
さ
な

い
方
針
で
あ
る
と
い
う
。

　

県
で
は
設
置
す
る
計
画

は
な
い
。
ま
た
、
現
在
村

で
バ
イ
パ
ス
区
間
に
街
路

答

問 バイパス区間内の信号機、街路灯、ガードバイパス区間内の信号機、街路灯、ガード
レールの設置は？レールの設置は？
現在計画がないが関係機関に設置を要望して
いく。

　

い
ず
れ
も
設
置
さ
れ

な
い
と
い
う
こ
と
だ

が
、
二
子
塚
地
区
の
交

差
点
は
夜
、
大
変
暗

い
。
ま
た
、
バ
イ
パ
ス

の
道
路
位
置
も
高
く
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
バ

イ
パ
ス
に
な
る
と
車
の

規
制
速
度
が
引
き
上
げ

ら
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
子
供
た
ち
の
通

学
、
住
民
の
通
行
や
横

断
の
安
全
性
の
面
か
ら

も
必
要
な
場
所
に
信
号

機
、
街
路
灯
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
を
設
置
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

意
見

県では、令和３年度中に全面開通を進めて
いる。

川原田バイパス工事（常陸橋側から）

木村　秋夫
議員

灯
を
設
置
す
る
計
画
も
な

い
。
た
だ
し
、
行
政
区
よ

り
防
犯
灯
等
の
設
置
要
望

が
あ
れ
ば
、
必
要
な
箇
所

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル

は
設
置
さ
れ
る
の

か
。

　

農
業
集
落
排
水
吉
子
川

処
理
場
北
側
に
あ
る
水

路
に
は
引
き
続
き
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
る
が
、

そ
の
他
の
箇
所
に
つ
い
て

は
、
設
置
基
準
に
よ
り
計

画
が
な
い
。

二子塚地区のバイパスの様子二子塚地区のバイパスの様子

　

信
号
機
の
設
置
は
全
面

開
通
が
さ
れ
て
か
ら
福
島

県
公
安
委
員
会
が
検
討
す

る
よ
う
で
あ
る
。

　

村
の
交
通
安
全
協
会
並

び
に
村
か
ら
も
強
く
要
望

し
て
い
く
。

村　

長

村　

長

村　

長

村　

長
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●選挙運動用ビラの作成費の公費負担
　額の算定
・表の法定単価、法定枚数は上限のため、それに
・満たない契約の場合は、その契約額が公費負担額
・になります。

●選挙運動用ポスターの作成費の公費
　負担額の算定
・表の法定単価、ポスター掲示場数は上限のため、
・それに満たない契約の場合は、その契約額が公費
・負担額になります。

９

　

公
職
選
挙
法
の
改
正
に

伴
い
、
12
月
議
会
定
例
会

で
条
例
を
制
定
し
、
選
挙

運
動
費
用
の
一
部
を
村
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
候
補
者
の
負

担
を
減
ら
し
、
候
補
者
間

の
運
動
機
会
均
等
を
図
る

こ
と
で
、
よ
り
立
候
補
し

や
す
い
環
境
整
備
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
法

改
正
に
よ
り
、
村
議
会
議

員
選
挙
で
は
こ
れ
ま
で
不

要
だ
っ
た
立
候
補
に
あ

た
っ
て
の
供
託
金
※
（
15

万
円
）
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

※
供
託
金
は
、
条
例
事
項
で
は
な
く
、
今
回
の
公
職

　

選
挙
法
改
正
で
定
め
ら
れ
た
制
度
の
た
め
で
す

選挙区分
公営の有無

供託金額選挙運動用
自動車

選挙運動用
ポスター

選挙運動用
ビラ

県知事 ○ ○ ○ 300万円

県議会議員 ○ ○ ○ 60万円

市長 ○ ○ ○ 100万円
※政令指定都市240万円

市議会議員 ○ ○ ○ 30万円
※政令指定都市240万円

町村長
×
➡
○

×
➡
○

×
➡
○

50万円

町村議会議員
×
➡
○

×
➡
○

頒布不可
➡

頒布解禁
公営対象

無し
➡

供託金導入
15万円

■地方選挙の選挙公営と供託金

■選挙運動自動車、ビラ・ポスター作成の選挙公営制度利用

契約の種類 限度額
一般運送契約

（ハイヤー方式）
　1日1台64,500円（法定単価）×5日（選挙期間）＝322,500円

その他の契約
（個別契約方式）

①自動車借入れ契約
　1日1台につき15,800円（法定単価）×5日（選挙期間）＝79,000円

②自動車借入れ契約
　1日7,560円（法定単価）×5日（選挙期間）＝37,800円

③自動車借入れ契約
　1日1台64,500円（法定単価）×5日（選挙期間）＝62,500円

契約の種類 限度額

村長選挙 1枚7.51円（法定単価）
×5,000枚（法定枚数）＝37,550円

村議会
議員選挙

1枚7.51円（法定単価）
×1,600枚（法定枚数）＝12,016円

契約の種類 限度額

村長選挙
1枚3,108円（村単価による作成単価）
×36枚（ポスター掲示場数）＝111,888円村議会

議員選挙

選
挙
公
営
制
度
（
立
候
補
に
伴
う
公
費
負
担
）
が
拡
大

●選挙運動用自動車借入れでの公費負担額の算定
・候補者は、「一般運送契約」と「その他の契約」のいずれかを選択することになります。
・表の法定単価、選挙期間日数は上限のため、それに満たない契約の場合はその契約額
・が公的負担額になります。
・原則として生計同一親族からの自動車借入れ、燃料供給、運転手雇用の場合は公費負
・担の対象になりません。

　候補者が業者など金額のかかる契約（「有償契約」といいます）をすることが
前提です。

※村長、村議会選挙の選挙期間は、5日間です。
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　元村行政区は、９地区、戸数230余りから成ります。
７年前から「あたたかな交流のある元村」を基本目標
として、老人クラブ、子ども育成会、青年会、消防団
と共に、伝統文化の継承、地域の環境美化と安全な環
境の保持、文化財や歴史の保全に取り組んできました。
　伝統文化の継承としては、特に元村豊年盆踊り（元
村豊年盆踊り保存会主催）と団子さしに取り組み、年々
充実して参りましたが、今年度は新型コロナウイルス感
染防止対策で休まざるを得なかったのが残念です。
　環境美化としては、滑津小学校下と関口電器製作所
東の花壇の美化に力を入れてきました。一群の青と赤
のサルビアが、通学する子どもたちやドライバーの皆
様の心をやわらげたと聞いております。
　安全な環境の保持に向けては、防犯灯の設置及びＬ
ＥＤ化、側溝の修繕、交通安全上の一時停止表示板の
設置、カーブミラーの設置、小学生の通学の安全上の
歩道の新設、村道の舗装、農道の拡張、用水路のフェ
ンスの拡張などを、村関係各課にお願いをして進めて
おります。
　また、村の包括支援係のご指導の下、元村ひまわり
サロンの運営を応援して、高齢者の皆様の健康維持に
一役買っています。
　一方で、地域の子どもたちの英語力アップを願って、
文化財等の、英語による案内表示板の設置をお願いし
ています。
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⓫　
月

11日 議会全員協議会

15日
第32回市町村対抗福
島県縦断駅伝競走大
会報告会

18日～　
　　19日 定期監査

２０日 例月出納監査

２４日 議会運営委員会

２６日 定例監査講評

３０日 令和２年第４回定例会
（開会、条例）

　新型コロナウイルスで、世界中が大変苦難の
中、東京オリンピック・パラリンピックの実施に
ついて、菅首相は前向きのようですがコロナ感
染拡大も収まらず、この先どうなるのかが心配
されるところです。
　さて、この冬期間、地域によっては大雪に見
舞われ、除雪作業に追われ、大変な思いをされ
ている他県もありますが、幸い私たちの住む県
南地区は雪も少なく過ごしやすく安堵している
ところです。しかし、県内にもコロナ感染が拡
大しており深刻な状況になっております。
　一日も早くワクチン接種が可能になり、安心
して普通の暮らしに戻れるよう願うばかりです。

（菅野）

「行政区長に聞く」は村内各11地区のＰＲなどを交えて各行政区長に紹介していただきます。

１　元村地区のＰＲをお願いします。１　元村地区のＰＲをお願いします。

「行政区長に聞く」2回目
　全11回

２　村、議会に望むことを教えてください。２　村、議会に望むことを教えてください。

３　未来の区の夢を教えてください。３　未来の区の夢を教えてください。

元村行政区長

緑川　孝夫さん
〈70歳・横町〉

議会だよりへのご意見をお寄せください。議会だよりへのご意見をお寄せください。
FAX 0248－52－2449
メール gikai@vill-nakajima.jp

　　  中　島　村　議　会
〒961-0192　福島県中島村大字滑津字中島西11-1

電話 0248－52－3486

発行

　今後、国及び地方自治体が抱える、少子高齢化及び
少子高齢化から派生する様々な問題について、また、
新型コロナウイルスに係る問題について、１０年先、
５０年先を見越して、議会が真正面から取り組んで解
決に御尽力頂きたく願って止みません。

　将来像としての「あたたかなふれあいあふれる元
村」、「未来（ゆめ）ある元村」の実現に向けて、私
たち村民の自助努力ももちろん大事なことだとは考え
ますが、議会の取り組みが期待されるところです。

⓬　
月

１日 令和２年第４回定例会
（一般質問、条例）

４日
令和２年第４回定例会
（補正予算、陳情、意
見書、閉会）

２３日
白河地方広域市町村
圏整備組合議会定例
会（白河市）

１　
　
月

２４日 例月出納検査

８日
第13回中島村表彰式

中島村交通安全祈願
祭

１９日 広報編集委員会

２１日 例月出納検査

議会のうごき議会のうごき
　 編 集 後 記

住民の声
こ え

白河市

矢吹町

泉崎村

石川町

元村行政区




